




基本条件の照査項目一覧表

　　　（照査①）

業務名：

発注者名1

受注者名：

照査の日付：　　　平成　　　年　　　月　　　日

照査技術者 管理技術者

受注者印
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基本条件の照査項目一覧表（様式一■）
照　査　①

NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 該当1照　　査
ﾎ象1

備　　　　　考

1 設計の目的、主旨 1）目的、主旨は理解したか 業務計画書

2）地域構想等の関連する上位計画を把握したか
3）設計の主な項目、工程について具体的内容を把握し

たか

2 貸与資料の問題点 貸与資料の不足及び追加事項はあるか 打合せ資料

3 現地踏査 1）地形、地質、気象、現地状況は把握したか 現場写真他

2）交通状況、河川状況は把握したか
3）環境状況（振動、騒音等の配慮）は把握したか

4）支障物件の状況は把握したか

5）施工時の注意事項は把握したか

4 設計基本条件 1）予備設計成果において、構造形式の選定は適正か 基本条件検

（経済性、安全性、施工性、景観性、総合評価等） 討書

2）構造形式（支承形式含む）、橋長、スパン割り、遊

間は適正か

3）重要度の区分（A種の橋、B種の橋）は適正か
4）荷重条件（設計時、施工時）は適正か
5）特殊荷重の位置、大きさは確認したか
6）施工条件の基本は確認したか（時期、スペース、環

境、交通条件、安全性の確保、近接施工、部材の輸

送条件）

7）使用すべき設計基準は把握したか
8）新工法、新技術の採用の検討が必要か
9）暫定計画、将来計画と整合しているか

10）塩害に対する検討を確認したか

11）雪処理の方法を確認したか
12）関連する設計、示方書等と整合がとれているか
13）鋼道路橋設計ガイドライン（案）の適用を検討した

か
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基本条件の照査項目 一一 藍¥（様式一■）
照　査　①

NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 該当：照　　査
ﾎ象：

備　　　　　考

5 幾何構造、線形条件 1）幅員構成、幅員変化、平面線形は適正か 基本条件検

2）縦断線形は適正か 討書

3）座標系と基準点は適正か

6
橋面工、付属工の 1）横断勾配、舗装厚は適正か 〃

基本条件 2）歩道構造は適正か

3）地覆、高欄は適正か
4）遮音壁は適正か

5）落下防止柵は適正か
6）照明柱、標識柱は適正か

7）排水工は適正か
8）伸縮装置の選定は適正か（ゴム伸縮継手の可能性を

確認したか）

9）検査路は必要か、設置位置は適正か

10）支承タイプは適正か（タイプA、タイプB）
11）支承構造は適正か（免震、反力分散、固定可動〉

12）踏掛板は適正か
13）護岸工は適正か
14）適用基準は適正か
15）落橋防止システムの選定は適正か

（橋軸方向、橋軸直角方向）

16）その他付属構造物を設置する必要があるか

7
交差条件 1）河川条件は満足するか 〃

（基準径間長、阻害率、流心方向、桁下余裕、堤防

定規断面等）

2）道路交差条件は満足するか
（建築限界、桁下余裕、平面線形、桁架設法等）

3）鉄道交差条件は満足するか
（建築限界、桁下余裕、平面線形、桁架設法、

架線処理方法等）

4）支障物件への対応方法の検討の必要性は確認したか
5）交差協議に関わる協議資料作成の種類と内容は確認

したか
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基本条件の照査項目一覧表（様式一■）
照　査　①

NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 該当：照　　査
ﾎ象：

備　　　　　考

6）フーチングの土かぶりは適切か（交差条件等） 基本条件検
討書

8 地盤条件 1）土質定数の設定は妥当か 〃

2）支持力、地盤バネ値の設定は妥当か

3）水位、水圧の評価は妥当か
4）構造図と柱状図との位置関係は妥当か

5）軟弱地盤として検討する必要性を確認したか

6）液状化及び流動化の有無を確認したか
7）地盤から決まる許容支持力は妥当か
8）支持層が岩の場合の考え方は妥当か

9）支持層の設定位置は妥当か

9 耐震検討 1）耐震検討は妥当か（固有周期、地域別補正係数、 ”

地盤種別、等価水平震度．設計水平震度等）

2）設計振動単位が適正か
3）免震設計の検討の必要性を確認したか

4）動的解析の必要性を確認したか
（地震時の挙動が複雑な橋）

5）地震力を分散させる構造系を配慮しているか

10 地形条件 1）用地境界は確認したか 〃

2）施工ヤードスペースは確認したか

3）資機材運搬路は確保できるか

11 使用材料 1）使用材料と規格、許容応力度は妥当か ”

（鋼、コンタ11一ト、PC等）

2）特殊材料の供給条件は確認したか

3）耐候性鋼材の使用は可能か

12 環境及び景観検討 1）環境及び景観検討の必要性、デザインコンセプト、 〃

範囲等は理解したか
2）環境及び景観検討の検討の具体的方法、作成すべき

資料等は明らかとなっているか
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基本条件の照査項目一覧表（様式一■）
照　査　①

NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 蝋照査 備　　　　　考

13

P4

コスト縮減

嚼ﾝ副産物対策

1）予備設計で提案されたコスト縮減設計留意書を確認

@したか

P）予備設計で作成されたリサイクル計画書を確認した

@か
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基本条件の照査項目一一覧表（様式一■） （追加項目記入表）

照　査　①

NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 該当1照　　査
ﾎ象’

備　　　　　考
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細部条件の照査項目一覧表

　　　（照査②）

業務名1

発注者名：

受注者名：

照査の日付：　　　平成　　　年　　　月　　　日

照査技術者 管理技術者

受注者印
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細部条件の照査項目 一覧表（様式一2）
照　査　②

NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 該当：照　　査
ﾎ象’

備　　　　　考

1 上部構造 1）適用基準は正しいか 一般図及び

2）支承条件及び地盤条件と橋梁形式は整合しているか 設計条件検

3）解析上のモデル化は妥当か 討書

4）桁配置は妥当か
5）構造高は妥当か

6）桁端部と桁遊間は妥当か

7）床板厚、床組は妥当か
8）解析法（適用プログラム、構造モデル）は適切か

9）架設法を設計に考慮したか
（運搬路、部材長、部材重量、架設方法と順序、施

エヤード、施工スペース、架設時の構造系等）

10）材料使用区分は妥当か
（鋼材、コンクリート、鉄筋）

11）構造細目は妥当か
（鉄筋かぶり、ピッチ、継手、折り曲げ位置、フッ

ク形状等）

（断面変化位置、鋼板厚、板幅、材料使用区分、

継手部、補剛材、取付部等）

12）橋面舗装厚、付属工（検査諸等）の計画変更はない

か

13）支承、落橋防止システム、伸縮装置、高欄等の設計

条件は適切か

14）塩害対策は適切か
15）防水工は適切か
16）塗装系は適切か
17）添架物の支持方法は適切か

2 下部構造 1）適用基準は正しいか ”

2）橋台、橋脚の位置・形状は適正か

3）支承条件（E，F，M）は妥当か
4）支承縁端距離は確保されているか
5）けたかかり長は確保されているか
6）形状、寸法の基本的統一は計られているか
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細部条件の照査項目一覧表（様式一2）
照　査　②

NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 該当：照　　査 備　　　　　考
対象1

7）裏込土、埋戻土の種類と土圧係数は妥当か 一般図及び

8）施工法は配慮しているか 設計条件検

（運搬路、施工法と順序、施工ヤード、施工スペー 討書

ス、施行区分、コンクリート打設のロット割等）

9）材料使用区分は妥当か
10）構造細目は妥当か（鉄筋かぶり、ピッチ、継手、折

り曲げ位置、フック形状等）

11）橋脚の地震時保有水平耐力及び応答塑性率、残留変

位を確認したか

12）段違い橋脚の場合、段違い部や桁端部の構造を検討

したか

13）地下水の変動は確認したか

3 基礎構造 1）適用基準は正しいか 一般図及び

2〉基礎形式は妥当か 設計条件検

（直接基礎、杭、ケーソン、ウェル等） 討書

3）形式、寸法は妥当か（杭であれば、杭種、杭径等）

4）支持層への根入れは妥当か
5）液状化及び流動化の検討は妥当か
6）軟弱地盤の場合、橋台の側方移動、圧密沈下量、杭

のネガティブフリクションの照査を行ったか

7）近接施工の問題はないか
8）設計理論と解析手法は妥当か

9）施工法は妥当か
（運搬路、施工法と順序、施工ヤード等）

10）材料使用区分は妥当か
11）構造細目は妥当か

（鉄筋かぶり、ピッチ、継手、折り曲げ位置、フッ

ク形状、杭頭処理等）

12）埋設物との取合いは問題ないか
13）地盤改良の必要性を確認したか

14）耐震設計上の基盤面、地盤面は適切か

15）土質定数は妥当か
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細部条件の照査項目一覧表（様式一2）
照　査　2

NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 畝　　　　　　　　ゴ
ﾎ象：

備　　　　　考

16）基礎の地震時保有水平耐力及び応答塑性率、残留変 般図及び

位を確認したか 設計条件検

討書

4 付属構造物 1）選定形式、位置、寸法は妥当か 設計条件検

（道路標識、照明、 2）適用基準は正しいか 討書

添架物、遮音壁等） 3）プレキャスト化、二次製品の使用等を配慮して

いるか

4）使用実績はあるか
5）維持管理性は配慮したか
6）本体との取合いは妥当か
7）通信管路及び照明用電源管路は計画されているか

8）照明配置は妥当か

9）景観を配慮しているか

10）排水計算は行われているか
11）路面排水の流末処理は妥当か

（二次排水を考慮しているか〉

5 仮設構造物 1）仮設構造物詳細設計照査要領による。 〃

6 その他 埋設物、支障物件、周辺施設との近接等．施工条件が

設計計画に反映されているか

7 コスト縮減 1）予備設計で作成されたリサイクル計画書について検

討したか

8 建設副産物対策 1）建設副産物の処理方法は適正か
リサイクル計画書を考慮したか
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（追加項目記入表〕（様式一2）一覧表細部条件の照査項目
照　査　②

NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 該当：照　　査
ﾎ象：

備　　　　　考
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成果品の照査項目一覧表

　　（照査③）

業務名：

発注者名：

受注者名：

照査の日付：　　　平成　　　年　　　月　　　日

照査技術者 管理技術者

受注者印
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成果品の照査項目 一覧表（様式一3）
照　査　③

NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 該当：照　　査
ﾎ象：

備　　　　　考

1 設計計算書 1）打合せ事項は反映されているか 設計計算書

2）計算上の仮定値と設計値との差は妥当か
3）上部工の床版、主桁の応力度は許容値を満たしてい

るか

4）下部工、基礎工の各部応力及び安定計算結果は許容

値を満たしているか

5）許容応力度の取り方は正しいか
6）荷重の組合わせと割増し係数は適当か

7）二次応力を計算する必要は無いか

8）破壊安全度の照査をしたか
9）座屈規定に基づく計算がされているか

10）施工条件を配慮した計算となっているか

11）最小鉄筋量等構造細目は正しいか
12）所要のじん性率を確保するための帯鉄筋を配置して

いるか

2 設計図 1）縮尺は共通仕様書と整合しているか 設　計　図

2）一般図には必要な項目が記載されているか
（設計条件、地質条件、建築限界等）

3）構造図の基本寸法、座標値、高さ関係は照合されて

いるか

4）設計計算書との整合は図られているか
5）構造詳細は適用基準及ぴ標準構造と整合しているか

6）取り合い部の構造寸法は適正か

7）解り易い注記がついているか
8）付属物の形式、配置、取り合いは妥当か

9）各設計図がお互いに整合されているか

一般平面図と縦断図

・構造図と配筋図

・構造図と仮設図

10）使用材料は明記されているか
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成果品の照査項目 一覧表（様式一3）
照　査　③

NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 該当：照　　査
ﾎ象：

備　　　　　考

11）設計計算書の結果が正しく図面に反映されているか 設　計　図

（特に応力計算、安定計算等の結果が適用範囲も

含めて整合されているか）

・壁厚

・鉄筋（径ピッチ、使用材料、ラップ位置．

ラップ長、主鉄筋の定着長、ガス圧接位置）

・鋼材形状寸法

・使用材料

その他

3 数量計算書 1）数量計算書は数量算出要領及び打合わせ事項と整合 数量計算書

しているか（有効数字、位取り、単位、区分等）

2）数量計算に用いた寸法、数値は図面と一致するか

3）数量取りまとめは種類毎、材料毎に打合わせ区分に

合わせてまとめられているか

4）橋台の後打ちコンクリートを分離して計上して

いるか

4 施工法検討 1）施工時の道路・河川等の切廻し計画は妥当か 施丘計画書

2）工事用道路、運搬路計画は妥当か
3）施工ヤード、施工スペースは確保されているか
4）部材長、部材寸法、部材重量は適正か

5）施工法、施工順序は妥当か
6）支保工、仮設備等は妥当か

7）施工工程は妥当か

8）経済性は配慮されているか
9）安全確保は配慮されているか

10）環境対策は配慮されているか
11）工事用仮設電源は検討されているか

12）施工機械の種類、規格は適切か
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成果品の照査項目…覧表（様式一3）
照　査　③

NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 該当：照　　査
ﾎ象：

備　　　　　考

5 設計調書 1）調書の記入は適正にされているか 設計調書

2）マクロ的に見て問題ないか
（主要寸法、主要数値（例、m2当たりコン列一ト量

mコ当たり鉄筋量等）を類似例、一般例と比較す
る）

6
報告書 1）打合わせ事項は反映されているか 設計報告書

2）条件設定の考え方が整合しているか

3）比較・検討の結果が整理されているか
4）工事発注に際しての留意事項が記述されているか

7 建設副産物対策 1）リサイクル計画書を作成しているか リサイクル

計画書
8 TECRISの登録 TECRISの登録はされたか 登録受領書
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成果品の照査項目一覧表（様式一3） （追加項目記入表）

照　査　③
NO 項　　　目 主　な　内　容 提示資料 該当：照　　査

ﾎ象：
備　　　　　考
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橋梁設計調書

業　務　名 事　務　所　名 工事事務所 ・般形状図

橘　梁　名 受　注　者　名

路　線　名 髄技縮・髄脳翻

所　在　地 作成年月日 年　　　　月　　　　日 ・概略側面図

施工箇所 起点側 終点側

路線名 道　路　規　格 種　　　　級肥
道
路
条
件

交通量 年度　　　　　　　　台／12h 計画交通量 台／24h（大型車一方向　　台）

設計速度 ㎞／h 平　面　線　形

縦断勾配 横　断　勾　配

橋　　　長 m 設計活荷重 B活荷重、　　A活荷重、　　　群集荷重

橋　面　積 ㎡ 特　殊　荷　重

幅員構成 設　計　震　度 Kh＝　　　　　　　　　　（震度法レベル）

斜　　　　角 地　盤　種　別

上部工 塩　害　対　策 ・概略断面図

適用示方書 下部工 添　　加　　物 W　　　E　　　T　　　G　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kN／旧

その他 踏　　掛　　版 有（　　　　　m）．　　無
上部工 舗装厚　車　道 舗装、　　　　　　㎝厚

構造形式 下部工 歩　道 舗装，　　　　　　㎝厚

基礎工

落橘防止システム 有　　　　　無 支承構造タイプ A　　　　　　B

予備設計 年度済、　　　無 地　質　調　査 年度済、　　　無

河　川　名 級河川　　　　　　　川 （　　　　　　　　　　　　　　川水系）

河川管理者 河川改修計画

計画高水流量 ㎡／sec　計画高水位 計画河床高 m 特記事項等
河
川
条
件

基準径間長 m　　　計画高水位幅 m 桁ド余裕高 皿以上

交
　
差
　
物
　
件

河積阻害率 ％　　　計画堤防高 m 基準標高 TP．　　　　　　その他

護　岸　工 左岸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸

種　　　　別 道　　　　路 鉄　　　　道 航　　　　路

路線等名
交
差
条
件

桁下余裕高 m　　　　　　　　　　m m　　　　　　　　　　m m　　　　　　　　m

側方余裕高 m　　　　　　　　　　皿 m　　　　　　　　　　　m m　　　　　　　　　m
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釣橋設計調書［P ～P　」 （／）
1

橋梁名 橋（P　～P　） 路線名　　　　　　平面線形 斜角　　　　　　幅員　総幅員　Σw・　m設計水’F震度　橋軸方向　kh・

構造形式 橋　艮　L・　　m支間割 有効幅員　　w＝　m　（震度法レベル）　直角方向　Kh・

主　　桁 主　桁　数 本 桁　　高 m 擁　　死荷重　　　　旧m

主桁間隔 m 桁高比 HIL＝1／ み　活荷重　　　　mm（1／）

横　　桁 横　桁　数 本 横桁間隔 m 横桁高 m

床版の種類 床版厚 KI＝床　駈

�ﾘ
ﾌ甜

設計基準強度 σckニ　　　　N／mm2　鉄　筋

床版厚

W　数 K2＝

曲げモーメント 主鉄筋応力度　　　　Asニ　cm2，dφ＝　　　　，ctc・

設計理論名

断
面
図
一
般
図

主桁の架設方法
支間中央 中間支点 側径間 1コ央　Max

外桁（G） 内桁（G） 外桁（G） 内桁（G） 外桁（G） 内桁（G）

前死荷重曲　げ
a[メント

ikN・m）

後死荷重

活荷重
合　　計

主
　
　
　
桁
　
　
　
の
　
　
　
設
　
　
　
計

せん断力 （kN）

U－Flg 伸縮継手　使用箇所　　種　　　類 遊　　　間

断　面
Web

L－Flg 総鋼重 t／m1 ．L構鋼重　　t／ガ

コンクリート 鋼重 SM520　　1（毘〉 訓490　　し（％〉

U－Flg

総鋼重の

ﾞ質比 ∬400　　し（諾〉 その他　　し（％）
応力度
iN／mm2）

盾ﾍ許容値

レFlg

主
要
材
料

塗装面積 工場塗装面積 m～（　　　　mZ／l）

τ 現場塗装面積 m」（　　　mヲD

応力度報告書頁 床　　　版 ］ンクリート ml（　　　mソm～）

反　　　力　　　　（kN） G　l G2 G3 G4 G5 鉄　　　　筋 t（　　　　し／m‘）

死荷重反力Rd
活荷重反力R1端

支
点

合計反力R
使用支承反力

支承の棉顛　　（E，F，M｝

@　　　（免震，分散，その他｝

特
記
箏
項

反
力
及
び
支
承

反　　　力　　　　（kN） G1 G2 G3 G4 G5

死荷重反力　Rd
活荷重反力　R1

中
間
支
点

合計反力　R
使用支承反力

支承の種類　　（E，F，M）

@　　　（免震分散その他1
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P　CT桁橋設計調査［P ～P ］ （／）
lIJ　IIRJ　　　口1

橋梁名 橋（P　～P　） 路線名　　　　　　平面線形 斜角 幅員　総幅員　Σw・　m設計水平震度　橋軸方向　kh・

構造形式 橋　長　L・　　m支間割 有効幅員　　w＝　m　（震度法レベル）　直角方向　Kh・

主　　桁 主　桁　数 本 桁　　高 m 最大撓み　δ・　　mm（げ）

主桁間隔 皿 桁高比 ll／L；1／

横　　桁 横　桁　数 本 横桁間隔 m 横桁厚さ　　　　　　　m

床版の種類 床版 PC鋼材の種類 横締間隔　　　　　　　mm

設計基準強度 σck＝　　　N／mm　　割増係数　K＝

曲げモーメント 床版厚 合成応力度（N／皿mZ） 許容応力度（N／mmう

床覆

﨑柏

G計

張出部 kN・田畑 mm 上縁 下縁

断
面
図
一
般
図

支間中央 kN・m／m mm 上縁 ド縁

中間支点 kN咽／m mm 上縁 下縁

設計理論名 定着工法 PC鋼材の種類
主桁の架設方法

合成応力度（N／mm2） 許容応力度　（N加m1）

設　計　断　面 曲げモーメント

@（kN・m）

位置 プレストレス

ｱ入直後
設計荷電時 プレストレス

ｱ入直後
設計荷重時

h緑

主
　
桁
　
の
　
設
　
計

側径間（または

P純桁）中央 下縁 伸縮継手 使用箇所　　種　　　類　　　　遊　　　間

中　間　支　点 上縁

ド縁 項　　目 単位 仕様 数！，t コン列一ト1パ航唖罎

中央径間中央 上縁 コンケリート m出

ド縁 型枠　外型枠
m1

せん断検討位置 設計荷取時せん断力 終局荷重時せん断力 斜引張応力度 スターラッブ 内型枠 皿唱

端支点位置
kN kN

主
要
材
料

鉄　　　　筋 t

中間支点位置
kN kN 主方向

t

破壊抵抗曲げモーメント（N／mm） 終局荷重作用時曲げモーメント（N／mm2） 横方向
t

反　　　力
G1 G2 G3 G4 G5

P
C
鋼
材

鉛直方向 t

死荷重反力Rd 合　　計 L

活荷重反力Rl PC鋼材最大応力度 N／mパ＜σpa＝
端
支
点

合計反力R 水平力伝達方法

使用支承反力

支承の種瓢　　（E，F，M｝

@　　　（免鰻，分散．モの他）

反
力
及
び
支
承

反　　　力 G　l G2 G3 G4 G5 特
記
事
項

死荷重反力　Rd

活荷重反力　R1
中
間
支
点

合計反力　R
使用支承反力

支承の鴨頬　　（E，F，M｝

@　　　〔免震分敗その他1
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P　C中空床版橋設計［P ～P ］ （／）
I　　　　I　’臥II

橋梁名 橋（P　～P　） 路線名　　　　　　平面線形 斜角　　　　　　幅員　総幅員　Σw＝　m、没、封水’F虚度　橋軸ノ鏑l　kh＝

構造形式 橋　長　L・　　m　支間割 有効幅員　　w＝　m　（震度法レベル）　直角方向　陥・

、
主
版

ボイド数 本 桁　　高 m 最大撓み　　δ・　　mm（1／）

ボイド間隔 dφニ　，ctc＝　皿 桁高比 主　版　巾 m

横　　桁 横　桁　数 本 横桁間隔 m 横桁厚さ m

床版厚　　　mm 設計基準強度 σC杖＝　　　N／mm2 割増係数 Kニ

断面力（kN・m／m） 主鉄筋 応力度 許容応力度 配力鉄筋

断
面
図

　一

ﾊ
図

床腹
`出俸

甯v
張出部 σ　＝ σo“ニ

σ！ニ σ樋＝

設計理論名 定着工法　　　　　　　PC鋼材の種類

主桁の架設方法
合成応力度（N／mm！） 許容応力度（N／mmコ） 伸縮継手 使用箇所　　種　　　　類　　　　遊　　　　間

設　計　断　面 位置 設計荷重時 設計荷承時曲げモーメント

@（kN・m）

プレストレス

ｱ入直後
プレストレス

ｱ入直後 項　　目 単位 仕様 数量 コンケ1」 ト1パ当的騒

上縁 ］ンク11一ト m艦

主
　
版
　
の
　
設
　
計

側径間（または

P純橋）中央 下縁 型枠　外型枠 m」

中　間　支　点 上縁 内型枠 mど

下縁

主
要
材
料

鉄　　　　筋 L

中央径間中央 上縁 主方向
t

下縁 横方向
t

せん断検討位置 設計荷重時せん断力 終局荷重時せん断力 斜弓1張応力度 スターラッブ

P
C
鋼
材

鉛直方向 L

端支点位置
kN kN 合　　計 t

中間支点位置
kN kN PC鋼材最大応力度　　　　　　　　　〉mmZ〈σpa・

せん断力 有効巾 鉄　　筋　　量 応　　力　　度 水平力伝達方法曲げ

a[メント σ～ 許容値 σc 許舗 話m
反　　　力

P P P P P

端支点 死荷重反力M＾

ｳ
A－

c　　　　x 活荷重反力

反
力
及
び
支
承

合計反力

支点

緕ｲ
ｼ角
綷�

ﾌ
設
計

Mc A－

c　　　　x 使用支承反力

中間支点
MA

ｳ
A－

c　　　　x

支承の称類　　（E，F．Ml

@　（免霞，分散，そσ）他）

Mc A－

c　　　　x

特記

枕�
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R　C中空床版橋設計［P ～P ］ （／）

i　エノ困　1夙11則「し人口l　L

橋梁名 橋（P　～P　） 路線名　　　　　平面線形 斜角　　　　　　幅員　総幅員 Σw・　m　設計水平震度　橋軸方向　kh・

構造形式 橋　長　L・　　皿支間割 有効幅員　　W・　m （震度法レベル）直角方向　Kh＝

，
主
版

ボイド数 本 桁　　高 m 最大撓み　　σ・　　mm（1／）

ボイド間隔 dφ＝　，ctc＝　皿 桁高比 H〆Lニ1／ 主　版　巾 m

横　　桁 横　桁　数 本 横桁間隔 m 横桁厚さ m

床版厚　　　mm 設計基準強度 σCK＝　　　N／mm2 割増係数 Kニ

断面力（kN・m／m） 主鉄筋 応力度 許容応力度 配力鉄筋床　駈

`出葺

ﾌ叢計

張出部 σ‘二 σ一二

σ唱二 σ，6＝

断
面
図
一
般
図

設計理論名

主桁の架設方法

断面力 配筋 応力度 許容応力度

死荷重 kN・m σc σ～ σ“　　　　　　σ、月

主
　
版
　
の
　
設
　
計

モメ

激
g

活荷重 kN・m σ〔 σ一 使用箇所 種　　　類 遊　　　間

支
間

合　計 kN・m σ［ σ帖 σ口　　　　　　σ阻 伸縮継手
mm

せ ん断力
kN スターラップ

τm τく

死荷重 kN・m σε σ、 σω　　　　　　σ舗 項　　目 単位 仕様 数駄 コン列一ト1旧1当切騨
モメ

P
ン
ト

活荷重 kN・m σc σ5 コンクリート
ml中

間
支
点

合　計 kN・m σ｛ σ～ σ“　　　　　　σ隅

主
要
材
料

鉄　　　　筋 t

せん断力
kN スターラップ

τm τ⊂ 型　外型枠 ボ

せん断力 有効巾 鉄　筋　量 応 力　　度 枠　円筒型枠 m
曲げ

a[メント σ一 許容値 σ〔 許容値
話m

反　　　力
f） P P P P

端支点
死荷重反力　　R、M＾

ｳ
A－

c　　　　X 活荷重反力　RI

反
力
及
び
支
承

合計反力　　R

支点

緕ｲ
ｼ角
綷�

ﾌ
設
計

Mc A－

c　　　　X 使用支承反力

中間支点 M＾

ｳ
A－

c　　　　X

支承の種類　　（E，F，Ml

@　（免濃，分敗，その他）

Mc A－

c　　　　X

特記

※τ　　　コンクリ トが負担できる平均せん断応力度※τ、　コノクリート
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（　／

下部工設計調書　下部工設計条件および材料総括（その1）
柵　梁　名

重　　の 地域別補正係数C　I

工 工No　） （） （） （） （） （） （） 即

（左　　　　）‘1他，■加嚇‘鱈一隅…｝

（左　　　　）（1也：■船礁‘鱈‘熊…，構
造
形
式

上部工形式（上郡工恥．）　（左側，右　　q．麟鰍F，＝．“欄．1斯桁，…

､）　　　　　　　　　　　　　　L七の勧

（，

i｝

（）

i）

〔）

i）

｛）

k）

（〕

o）

（）

i〕

（）

i）

（）

o）

（）

k）

（）

i）

〔）

i）

（
（
）

工　　　〔1皇丁鮪‡重加齢1嘱出し翻貫鱒

q直　　　i桝”　〕

RD　　　（ヒN）

上部工反力 RL　　　（LN）

慣性力　　置（　直，　　　　　　　　ω

（　はバラペ・ト創　　　Hp　　　ω

下
部
工
設
計
条
件

フーチング　【　　　｝　　　　BF　　　ω下部工

｡法 フーチング厚　　　　　　　　HF　　　ω

θ　　　　（

下
部
工
形
状

S　　　　（cロ） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧

H5Pb　　αN） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ 6
※1

匹たかかり　≧SE　S朋　　　　　　　　（c■） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧
けたか

ｩり長 SE一　腺　S2　　　　　　　　　（c⇒

せん　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
橋
台
条
件

裏込め土
（ヒN1■1）

の　　の　　　U低1葡

に　り　く　　　　　　の　　〔1焦1齢

コン
リート　　　　　〔1飢‡駄・レ　　　　　　　　σ　　上　　　（N　ロ■‡）材

質
“鋤L‡馴し…，　　　　　　　　　　　　一

・はり　　　　　　　　　v1　　ω）

たて （　　　）　　　　　　V2　　　（口1）
体
コ
積 フーチング　　　　　　　　　　　　V3　　　（量1）

1
ト

モの　　（　　）　　　　　　　　　　V4　　　（』1）

ΣV　　　（口1）材
　
　
　
料

・はり　　　　W1（WI　V1）　　　　（ヒN） （　　） 〔　　） （　　） （　　） （　　） （　　）歓
　
　
量

たて W2（W2Vコ）　　　　（ヒN） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） ※2
鉄
筋
重
量

フーチング　　　　　W3（W3／V3）　　　　（hN） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

モの （　　）　　W4（W41V4）　　　　（LN） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

ΣW（ΣW！ΣV）　　　　（ヒN） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

A（A／ΣV）　　　　（め （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

工
a　　　（　1）

v　　　（■1）



（　／

下部工設計調書 下部工設計条件および材料総括 （その2）

楕　梁　名

工 工No ） （） （） （） （） （） （） 脚

（11 21　　　3皿 盤 盤 種地盤 種地盤

※3

の水

‘左

k欄（左　　　） KB αN！o
絹
紬 （左 T （s） ※3

方
向

oD kk ※4

賃 上 凱
Wu （kN）

※5

特上　工水 H （kN）

※3

法
の

〔左側　側）

y欄（左　　　） KB （ヒN／ロ）

直
貞 （左　　　） T （，）

※3

方
向 01） kh ※4

設
計 上 Wu （ヒN）

※5

水
平 特上 H （kN）

震
（左

一

※3

度

の水 性〔欄（左　　　） KB
αNO橋

軸 （左　　　） T （3）
※3

地
震

方
向 タ　プ1 03）k目‘D

※6

時 タ　プ皿 06）kh｛m
※マ

保
有 上 Wu αN）

※5

水
平

（左
一

※3

耐
の 〔引哺柑（左 KB （ヒNの

力
法

直
角 〔左 T （3）

※3

方
向 タ　プ1 水　　　　　　03） kh　‘D

※6

タ　ブ皿 06）kh〔m
※了

上 Wu （ヒN）
※5

下部工設計調書　下部工設計条件および材料総括（その2）
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（　／　〕胸壁、たて壁下部工設計調書　橋台部材設計（その

横乗名

工 工No　） （） （） （） 〔） 脚

胸 胸 胸　背 胸壁前面 胸壁背面 胸壁前面 胸壁背面

断 b　　　（ω
寸
法 断 h　　　　（c■）

d　　　　（cロ）断
　
面 軸方向鉄筋　　　　　　　　　　　　A　s　　（口り D－ctoX　段 D－otc×　段 D－ctc×　段 D－ctc×　段 D－ctCX　段 D　－otCX　段 D－ctc×　段 D　－　otox　段 ※1

鉄
筋

スターラップ　　　　　　　　　　　AwO　　｛c■1） D一　　本　　d P一　　本　　do D　一　　本　　ct D　一　　本　　ol D　一　　本　　ot
D 　　本　　ct D　 　　本　　ct D　一　　本　　oに

■ “常韓r地膚蹄1モの働断
面
力

げモーメント　　　　　　　　　M　　〔上N旬

胸
　
　
　
壁

せん断 S　　　（kN）

鮮
喜
応
力
庄
怯
（
貫
良
法
）

げ　　　カ　　　　　　　　　　　　　σc　　（N／－1） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦
※2

げ1 σs　　（N／－1） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

照
査

せん断 τm　　〔N加1） ※3

必　スターラ“ブ　　　　　　　　　　Aw　　　（o■1） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧

小鉄筋　の　査　q肋淵：1駆ω

HF　　〔kN）

げモーメントの　査　　　　　M≦Mu　〔上N・■）
5 ≦ ≦ ≦

落橋防止

¥造 せん の　査　　　　　　　　　S≦Ps　（」N） ≦ ≦ ≦ ≦ ※2

きせん断　　の査　　　τ≦τa3（N1聾i） ≦ ≦ ≦ ≦

断 b　　　　lc■〕

寸
法 断 h　　　（面

d　　　（o口）

断
　
因

引張側　　　　　　　細　　（にめ（たて壁背面） D－　ctcX　段 D－　ctCX　段 D　－　ctc×　段 D－　ctCX　段

※4

鉄
筋

方
向
鉄
筋

四四　　　　　　　　Aピ　　｛。め（たて壁前面1 D　－　ctcX　段 D－　ctCX　段 D－　ctoX　段 D　－　ctcx　段

中間帯鉄筋　　　　　　　　　　　　AwO　　（口1）
D一　　本　　　otc D一　　本　　　ctc D　一　　本　　　ctc D一　　本　　　ctcた

　
　
て
　
　
藍

■ u需驚＝　　　コ軸劇噂4モのω

軽モーメント　　　　　　　　　　　　M　　　αN咀） 崇5
断
田
力 N　　　〔上N）

せん S　　　αN〕

許
喜
応
力
度
怯
A
震
度
法
）

げ σc　　（N1口1） ≦ ≦ ≦ ≦
※2

げ σs　　（N！■1） ∫ ≦ ≦ ≦

せん断 τm　　（N！一1） ※3照
査 Aw　　　（“：） ≧ ≧ ≧ ≧

豊　　げ　　〔1■　11痛ω口
小
量
鉄 ΣAs≧O．OO3A’1　　（“t）
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）／
フーチング、翼壁下部工設計調書　橋台部材設計（その2

橋梁名

工　　　　　工No．） （） （） （） （） 脚

趾 吐 吐 趾 前　趾 趾

〔）はせん　　　　　　　　b　　　（oO （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） 〔　　） 〔　　）

寸
法 （）はせん　　　　　　　　h　　　（面 （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） 〔　　） （　　）

（）内は甘ん　照査　置　　　　d　　　〔亡■） （　　） 〔　　1 （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

断
　
田 軸方向鉄筋　　　　　　　　　As　　（cの D－　ctcx　段 D－　ctc×　段 D－　ctcX　段 D－　ctcx　段 D－　ctcX　段 D　－　c‡cX　段 D　－　otc×　段 D－　ctc×　段

鉄
筋

スターラップ　　　　　　　　　　AwO　　（口1｝
D　一　　本　　ot D一　　本　　d D一　　本　　ct D　一　　本　　“ o　一　　本　　ct D　一　　本　　ot D　一　　本　　d D　一　　本　　“

フ
ー
チ
ン
グ

“耕1畳即糊…｝（）内はせん　　壷 （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）
断
田
力

｝モーメント　　　　　　　　　　M　　　αN・■）

せん　　　　　　　　　　　　　　　　S　　　（hN）

評
轡
応
力
産
怯
（
負
圧
櫨
）

げ　　　　　　　　　　　σc　（N！一り ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦
※2

σs　　〔N！■1， ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

照
査

せん　　　　　　　　　　　　　　　　　τm　　（N／一＝） ※3

スターラ・プ　　　　　　　Aw　　（oの ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧

小　　　の　査　｛m款il柑劇ω
照査方向　“．左脚右。 左 左 左 左　側

照査噺回　“，鳩1．臨1，は4．㈲

b　　　｛ω
寸
法 h　　　（面

d　　　（c口）断
　
固 軸方向鉄筋　　　　　　　　　　　　A　s　　（口1） D－　otcX　段 D－　ctcX　段 D－　ctc×　段 D　－　ctcx　段 D－　ctcX　段 D－　c＝cX　段 D　－　ctcX 段D－　Clc×　股

鉄
筋

スターラップ　　　　　　　　　　　AwO　　（口1） D一　　本　　“ o　一　　本　　d D　一　　本　　ct D　一　　本　　ot D　一　　本　　cl D　一　　本　　ct D　一　　本　　　cI D　一　　本　　“翼
　
　
　
　
壁

く1雷”1　　　1モの亀〕

の　え　　0主輪皿1鼻止土田断
面
力 げモーメント　　　　　　　　　　M　　　（kN・の

せん　　　　　　　　　　　　　　　　S　　　（LN）

許
寝
応
力
度
法
（
震
度
法
）

げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σc　　　（N！一1） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦
※2

レ1　　　　　　　　　σs　〔N／一＝） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

照
査

せん断　　　　　　　　　　τm　（N！■1） ※コ

スターラ・プ　　　　　　　Aw　　（oめ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧

小　　　の　査　“腕比1．1㎜‘，
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下部工設計調書　橋脚部材設計（その1）　橋脚躯体（震度法） ／　）

橋梁　名

工 （ 工No　） （） （） （） （） 脚

躯体形状

角 向 直角　向 橋軸　向 直角　向

b 〔Oロ）

寸
法 h （cの

断 高 d （Cロ）

面

鉄

軸方向鉄筋 As （cめ
D　一 本X 段 D　一 本x 段 D　一 本× 段 D　一 本X 段 D　一 本x 段 D　一　　本× 段 D一　本X 段 D　一　本X 段

繍

筋

帯鉄筋（中間帯鉄筋を含む） AwO （o■i） D　一 本 otc D　一 本 ctc D　一 本 cIc D　一 本 do D　一 本 ctc D　一　　本 CしC D　一　　本 o比 D　一　　本 otc

騨
｛L訓1量實裏地1．地亘噂4モのω

躯 断
面

げモーメント M αN切 ※1

体 許 力 N αN）

書
店 せん断 S αN）

力
度 げ σC

（N／■1） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ※2

法
げ σs

（N！ゴ） ≦ ≦ ≦ 5 ≦ ≦ ≦ ≦

（
震

照
せん τm

〔N！鳳1）
※3

良
法 査 Aw （o■1） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧

）
口棚　　げ　　　〔順ぬ10稲闘

盤畢

ΣAs≧O．008A’1
（c巳：）

動的解析による照査の有無
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下部工設計調書　橋脚部材設計（その2）　橋脚躯体（地震時保有水平耐力法） ／　）

橋梁名

工　　　　　工No　） （） （） （） （） 脚

照査地震動 タイプ1 タイプ1 タ　プ1　　　　　タイプH タイプエ　　　　タイプ且 タイプ1　　　　タイプ皿

l　　　　　　　　t　　　G）
Ah　　　（c巳一） D　－　　　ctc D　－　　　　clc D　－　　　　ctc D　一　本　dC覿

面
の　　　　　　　　　d　　　　（oロ）

の　　　　　　　　　　s　　　G）

水　　　　　　　　　Pu　　αN） ※4耐
力

せん断　　　　　　　　　Ps　　αN〕

破壊形態　0，●㎜‡、吐硝轄ロ，循げか尉ん尉

a ※4

水　　　　　　　　khe ※5
耐
力
の
照
査

に　いる　　水　　　khe

■蓋　　　　　　　　W　　　（kN）

地　　　水　　　査Pa≧kheWαN） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ※6

壁　　　　　　　　　R変
位

の　査　　　　δR≦dR　（面 ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ※マ

躯体断面決定要因　“雌餉欄．猷附鳩，，、“轍耐力．1，●蜘膚‘．虞貞方肉の釧甑‘．モの馴

楢
　
卿
　
躯
　
体

地
　
震
　
博
　
保
　
有
　
水
　
平
　
欝
　
力
　
法

による　査の

t　　　（瓢）

断　　　　　　　　　　　　Ah　　（c．！） D　－　　　　dc D　一　　　　“c D　－　　　　ctc D　一　本　cに

画　　　　　の　　　　　　　　d　　　〔面

の　　　　　　　　　　3　　　　〔書）

耐　　水　　　　　　　　　Pu　　（kN） ※4

カせん断　　　　　　P3　ほN）
破壊形態u，■げ囎旧せん臓豊m曲げから甘ん麟〕

性　　　　　　　　　a ※4

kho ※5
耐
力
の
照
査

に　いる　　　　　　　khe

W　　　　αN）

時　　　　　　査Pa≧kheWαN） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ※6

塑性　　　　　　　　　R変
位

の　壷　　　　OR孟δR　　〔ω ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ∫ ≦ ≦ ※了

躯体断面決定要因　“，賦髄痴顛灘輝．隠酬婦
ﾍ4孤幽憤豊膚‘書軸方向の鼻歌1その勧

動的解析による照査の有無　〔1．鴛，1，葡
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下部工設計調書　橋脚部材設計（その3）　はり （　／　）

橋梁名

工　　　（　工No ） 〔） （） （） （） 脚

水 水平　向 鉛　　向 水平　向 鉛　　向 水平　向

（）はせん　　　査　　　　b　　〔cO （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

寸
法 断　　　（）はせん断　　査　　　　h　　〔c■） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

（）　はせん断　　　　　　　d　　　（ω （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）
断
　
回 轄方向鉄筋　　　　　　　　　　As　〔oめ D一　本X　段 D一　本X　段 D一　本X　段 D一　本X　段 D一　本×　段 D一　本X　段 D一　本×　段 D一　本X　段

鉄
筋

スターラップ　　　　　　　　　AwO　（c■1）
D　一　　木　　“ D一　　本　　ot D　一　　本　　oIc D一　　本　　otc D　一　　本　　ot D　一　　本　　醜 D　一　　本　　dc D　 　　本　　d

は
　
　
　
　
　
り

Ω奮卿1　　化1細口陣4その亀〕断
田
力

げモーメント　　　　　　　　　M　　（kN．■

せん　　　　　　　　　　　　　　　　S　　αN）

群
書
応
力
良
法
（
賃
庄
法
）

げ　　　　　　　　　　　　σc　（N／－1） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦
※2

げr　　　　　　　　　　σs　〔Nノ量り ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

照
査

せん断　　　　　　　　　　　　　　τm　（N1聾！） ※3

必スターラ・ブ　　　　　　　Aw　〔cめ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ｝

小　　　の　査　〔mk旧1酪聞
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下部工設計調書　橋脚部材設計（その4）　フーチング
／

橋梁名

工　　（　工No　） （） （） （） （） 脚

上 上 上　面 下　面 上　面

妖　筋
i幅1口あ

軸方向鉄筋　　　　　　　　　　　　A　s　〔c■tん） D－　ctc×　段 D－　ctcX　段 P－　ctcx　段 D－　ctCX　段 D　－　ctc×　段D 一　ctcX　段 D－　ctc×　段 D－　ctox　段 ※9

たり） スターラップ　　　　　　　　　　　　AwO　（c■1／O
D　一　　本　　ct D　一　　本　　olc D　一　　本　　　olc D　一　　本　　ct D　一　　本　　仁t D　一　　本　　do D　 　　本　　　d D　一　　本　　亡t

断　　　0　はせん断　　査　　　　b　　｛面 （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） 〔　　｝ （　　）

面
寸
法

断　　　（）はせん断　　　　　　h　　（面 （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） 〔　　） （　　｝

（）　はせん断　　　　　　　d　　　（c■） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　〕

貫状　　q榊1　　化1駈胸M）内はせん　照査 （　　） （　　） （　　） 〔　　） （　　） 〔　　） （　　） ｛　　）
断
面
力

げモーメント　　　　　　　　　　M　　αN・ロ）

群
書
応
力
良
法
（
賃
良
法
）

せん断　　　　　　　　　　　　　　S　　（kN）

フ
ー
チ
ン
グ
横
軸
方
向

げ　　　　　　　　　　　　σc　（N／“：） ≦ ≦ ≦ 5 ≦ ≦ 誓 ≦
※2

げ　　　　　　　　　　　　σs　（N／一：） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

照
査

せん断　　　　　　　　　　　　　　τm　　｛N／囮り ※3

必スターラ・ブ　　　　　　　Aw　　｛cの ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧

小鉄　　の　査　〔ロ腱楓親溢ω

断　　　0　はせん断　　　　　　b　　〔c■） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） 〔　　） （　　） （　　）

面
寸
法

断　　　（）はせん断　　　　　　h　　（面 （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

高　（）はせん断　　　　　　d　　（cロ） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

擁
有
ホ
平
耐
力
蟄

げモーメントの　査　　　　　　　　　M≦M　　（LN・■ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

はりとしてのせん断　　　　　　　S≦Ps　〔“） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ※2

断
としてのせん断　　　　　　　S≦Ps　（LN） ≦ ≦ ≦ ≦ 5 ≦ 5 ≦

軸方向鉄筋　　　　　　　　　　As　（o口1／0 D－　ctoX　段 D－　ctOX　段 D－　ctcX　段 D　－　ctOX　段 D－　ctcX　段 D　一　“CX　段 D　－　ctCX　段 D－　ctcX　段 ※8

鉄筋
i幅1■あ

ｽり） スターラップ　　　　　　　　　　　　　AwO　　（胆1／の D　一　　本　　ot D　一　　本　　ct D　 　　本　　d D　一　　本　　亡t D　一　　本　　d D　一　　本　　　cし D　 　　本　　　d D　一　　本　　戯

（）　はせん　　　　　　　　b　　　〔面 （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

（）　トせん断　　　　　　　h　　　（面 （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） 〔　　1

（）　はせん　　　　　　　　d　　　〔ω 〔　　） （　　） （　　） （　　） （　　） 〔　　） ｛　　〕 （　　）

回
寸
法
断
面
力

重　　｛儒剛量餓七1艶情…）0内はせん噺照査 （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

げモーメント　　　　　　　　　M　　〔』N．ロ）

群
書
応
力
良
法
（
賃
良
法
）

せん断　　　　　　　　　　　　　S　　（kN）

フ
ー
チ
ン
グ
重
責
方
向

げ　　　　　　　　　　　　σc　（N／o：｝ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦
※2

げ　　　　　　　　　　　　σs　（N1ロ1） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

照
査

せん断　　　　　　　　　　　　　　τm　（N！■り ※3

必スターラ・ブ　　　　　　　Aw　（o・1） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧

小　　の　査　｛1蛙旧．エ，隔鱒

（）はせん断　　　　　　b　　（ω （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） 〔　　） （　　）

面
寸
法

断　　　O　はせん断　　　　　　h　　｛ω （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） 〔　　） （　　）

0　はせん　　　　　　　d　　（ω （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） 〔　　） 〔　　） （　　）

曝
書
水
平
肚
力
蟄

げモーメントの　査　　　　　　　　　M≦M　　αN・⇒ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ 5 ≦

断はりとしてのせん断　　　　S≦Ps（圃 ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ※2

としてのせん断　　　　　　　S≦Ps　αN）
5 ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦
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基礎工設計調書（直接基礎） ／

工 工No） （　） （　） （　） （　） 即

フーチング輻　　（橋軸方向，直角方向）　　BF　　　ω

支持地盤の種類　｛1捗れ脱蝋1、輔佐車馳土脆，4，服．5モの勧

置
掻
暮
麗
条
件

支持地盤との聞の摩擦係数　　　　　　1豊⑩

常 の　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　（ヒNん：）

突起の有無

査 角 橋軸 角 橋　　向 角　向 橋軸　向 角　向
　
”
需 N　　　（ヒN）
カ

水　　　　　　　　　　　　　　H　　　〔hN）時無

@視 モーメント　　　　　　　　　　M　　αN、ロ） ※1

下
1
面
の
外
　
力

地浮 カ　　　　　　　　　　　　N　　　（LN）　
力
璽
　
無
博

水　　　　　　　　　　　　　　H　　　（LN）
祖 モーメント　　　　　　　　　　　M　　住N・⇒

計算ケース　“，肋鱈顧勅命O

e　　　　ω ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

滑動安全率偉出不能の際は蜘．9）　　　f5〔≧L5） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧
※2常

時
1　（kN1■り ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

安
　
　
定
　
　
計
　
　
算

反　地盤反力度力　　　　　　　　　　　！　〔kN／．1）

≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

持　　　　　　　　　　　　一　　〔kN） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ※2，3

計算ケース　“励鵜1，肋身動

e　　　　ω ≦ ≦ ≦ ∫ ≦ ≦ ≦ ≦

滑動安全準僕出不能の際は999．9　　　fl（≧L！） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧
※2

地
質
時

1　〔hN／め ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦
反　地盤反力魔力　　　　　　　　　　　2　αN／の

≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

一　　（kN） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ※2，3

安定計算決定荷■状鮨　〔1耕，！．蒐餌．1モの亀のケース出離ケース鱈
ｵ，

安定計算〔フ・チング幅）決定根拠　〔1．転轍1、瓢U漣甑ヵ嵐4漁区畑

ﾍ，一，曜“畢躰らの曇小蹴●．亀旧轄直貞ロ方向の督励
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基礎工設計調書（杭基礎　深礎杭は除く）　（その1） 設計条件 ／

工　　　　　工N　o） （　） （　） （　） （　〉 即

杭種　‘1．畢厨打ちm、曜顧．鴎4，蹴1モの勧

工　場所打ち杭｛1．†・ル｝ザエ嵐1．帆・江山，．r・ユド”工由

@　既　墨杭　〔1冊寵齢．帽り肛ω
中掘り脚処潮よ方法　　〔1．摯㎜1．”丼u朝霞出葺猷：，コ蹄，・陣1働

支持地盤の種顕　（1．●れ●騙1．聡1，軸櫨土地鑑硝郵．モの齢

材　コン　リート　　　　　　　　　　　　　σα　　｛N／躙り杭
墓
磁
条
件

貫鮒鋼管杭1慧臨監：』

D　　　〔“）

L　　　ω
N　　　（本）

の

の　　　持　　　　　　　　　　　　qd　　（上N！置：）

合　　　0　　1棲瞬

（FL≦1）の　　　〔』ロし塒切

震度法による設酷に用いた土質定数の低
ｸ係数D且の最低値　o．o．上1．IA1．VIコ　　DE■1コ

地震晦保有水平耐力法による設計に用い
ｽ土質定数の低減係IEの最低値｛口”IAI、珈　　　　　　　　　　　　　　　　　　DE副直

地震時保有水平耐力法による設計におい
ﾄ土質定数を低減した層厚の合釘（フー
`ング下1囮から）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω

地
編
集
件

　　定数を零とみな　」く軟弱な粘性土
wあるいはシルト層の有無　〔1，貼，1．有り，

土質定数を零とみなした粘性土層あるい
ﾍシルト層の層厚（フーチング下田か

轣p　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω

の　　　　（工翻し1有り〕

流動化の方向　“醤勧隊1．顛加1．嚇ω

藤からの　　s　｛！幡恥1嘱・‘1伽｝

PL

流動化の影響を考慮した層厚の合爵（地　H肌
椏cから）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋HL　　　ω
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基礎工設計調書（杭基礎：深礎杭は除く）　（その2）　安定計算、杭体応力度 ／

工 工No） （　） 〔　） （　） （　） 即

顯　査方　向 角 角 軸 角 橋軸　向 角　向

悸 姶　直　力　　　　　　　　　N　　（LN｝営力

@無
水平　力　　　　　　　　　H　　αN）

降　覗

モーメント　　　　　　　　　M　　（LNの ×1

下
1
聞
の
外
力

” 鉛直　力　　　　　　　　　N　　（虻N）地
力
震 水　平　力　　　　　　　　　H　　αN）時無

@覗 モーメント　　　　　　　　　M　　αNっ
計算ケース　｛L，肋鵜‡．励身ω安

定
計
算

歓賜向力　　　　　　　　　　　　　　P■既　　（kN1本） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

常
時

最小杭輪方向力（引捷きカはマイナス　P■匝　　αN！本） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ 》 ≧ ≧ ※2

設計地盤面での水平変位量　　　　　　δ　　　伽1） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

計算ケース1　〔1．肋口引．肋専O

計算ケース2　‘1停加轟1，助舟齢地
震
時

愛大杭軸方向力　　　　　　　　　　　P■一1　（LN／木） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

最小杭轄方向力（引抜きカはマイナス　P副皿　（LN1木） ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ ≧ Σ ※2

設齢地盤面での水平変位量　　　　　　δ　　　ω ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

抗体断面 爆睡討ち“畳用剥暉．偏管軌切軋r蝋餓は蝋：㎝

（　　ち　の　　）　　　　　　　　　　　　〔“の D　一　本　　otc D　　一
otc D　　－　　　　　　cto D　　　　本　　　ctc

照査方　向　“，榊助船．餉寿齢

計算ケース

荷■状鮨　〔1．耕，1．撫仏1細腰，→、モの齢ケ一刀

曲げモーメント　　　　　　　　　　　M　　　αN・■）断
田
力 軸　力　　　　　　　　　　　　　N　　（LN）

抗
体
応
力
良

せん断力　　　　　　　　　　　　　　S　　　αN）

曲げ田0応力庄　　　　　　　　　　　σロ　　（N！■1） ∫ ≦ ≦ ≦

曲げ引張応力度　　　　　　　　　　酬　　（N1睡り ≦ ≦ ≦ ≦ ※3

照
査 せん断応力震　　　　　　　　　　　　　　　　τ　　　（N／■1）

必要帯鉄筋量（場所打ち杭の場合）　　A，　　〔c面 ≧ ≧ ≧ ≧ ※4
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基礎工設計調書（杭基礎● 深礎杭は除く） （その3） 地震時保有水平耐力法 ／　）
基礎工設計調書（杭基礎．深礎杭は除く〕　（その3，　地震時保有水平射刀抵

工　　（　工N　o、） （　） （　） （　） （　） 釦

服　壷　方　向 向 角 橋軸　向 角

照査方法　q．励によ硯凱．“盤軟よ珊動 ※5

　　　　による　　としし　　　　　　の
oL馳≧1．㎜，．昔ん噺翻■あるいは曲げ櫛■からせ一■）

フーチング前面の地盤抵抗　‘隅一1，柵

薄磯に用いる設齢水平震度　　　　　　k恥

地貫時保有水平耐力法に用いる設肚水平震度　地C

地盤回における設計水平震度　　　　　　馳G

降伏しない杭の曲げモーメント　　　M≦MyαN・ゴ本 ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ 5 ≦
※6

不の

ﾀ影
閨宸

ﾆが
ﾈな
驍｢
n場
ｷ合

耐
力 杭頭の最大押込みカ　　　　　　　　PN≦P旺αN！木） 5 ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ∫

墓穐の設齢水平震度　　　　　　　紬亡F

基礎が降伏に達するときの水平震崖　k』γF
応
答
墨
性
率

降伏状鐘　“，帆鰍，，幅み力甥

蕃磯の応答塑性率　　　　　　　　μF夏 ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ※6、マ

墓鎚の応答変位　　　　　　　　　　　δF亘　　　ω

杭頗での水平変位　　　　　　　　　δFO　　ω ≦ ≦ ≦ ≦ 言 ≦ ≦ ≦
※5変

位 フーチングの回転角　　　　　　　　　αFO　　（r亀の ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

杭墓遵のせん断力　　　　　　　　　　　　S≦PI　（LN） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ 5 ※6，3

照査方法　q，肋による網目．帥脆耽描嗣O

フーチング前回の地盤抵抗　（1、考慮．2謙視）

降伏しない杭の曲げモーメント　　　M≦M了αN・■！本 ※5耐
力 杭馴の最大押込みカ　　　　　　　　P膳PM（kN1本）

華鬘の設計水平震度　　　　　　　k虹oF

不の

ﾀ形
闍ｿ
ﾆが
ﾈあ
驍髓

n場
ｮ合

基礎が降伏に達するときの水平負圧　k』プF
応
答
墨
性
率

降伏状態　0，帆徽！．腸み力助

墓禮の応答盟性率　　　　　　　　μ隙 ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ※5，マ

基寵の応答変位　　　　　　　　　　　δ隙　　　ω

杭嘱での水平変位　　　　　　　　　　σFO　　　ω ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦
※5変

位 フーチングの回転角　　　　　　　　　αFO　　（nの ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

杭墓礁のせん断力　　　　　　　　　　　S≦PI　（LN） ∫ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ※6．8

抗電での水平変位　　　　　　　　δFO≦鱈X1　　ω ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ゴ ≦ ≦
※6寵跳化が生

ｶる場合 掴日助力　　　　　　　　　　　　　　　　流動力≦PI　　αN） ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦ ≦

杭本敗決定照査方向　〔1．鰍ヵ齢．直筋m

淋騨b臨御【機　　く1、斜．i、■磁化庸、1・軸餉、4・個『ホ亨耐力（不離蟻鱈な
ｵ，，軋綿車▼口吻〔不喪立見重あり〕、●、餌『メ【▼耐力㎜」．その櫨のケース，

淋郵ヒ瀬！棚　　〔惚膿憧｝1、蝦L毒血、1．引換eカ．臥熱血4・“体‘力島　【脚有

ﾔ引■労働1．耐力、O“■牲嘱1．真化しせん高書劾
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下部工脚注の説明　　照査のポイント1

　1．下部工設計条件および材料総括
※1）支承縁端距離およびけたかかり長が満足していることをチェックする。
※2）同規模の下部構造がある場合には、数量のオーダーを横並びで比較する。
※3）道路橋示方書V線表一解3．3．1に示される設計振動単位に適用しているかを、各設計振動単位番号ごとにチェックする。また、同・の設計振動単

　　　位においては、同一の設計水平震度であることをチェックする。
※4）震度法に用いる設計水平震度の下限値k　h＝0・1を下回っていないことをチェックする・
※5）当該下部構造に作用する上部構造死荷重反力に2／3を乗じた値を下回っていないことをチェックする。
※6）地震時保有水平耐力法に用いるタイプ1の設計水平震度k　h　c＝0・3を下回っていないことをチェックする・
※7）地震時保有水平耐力法に用いるタイプHの設計水平震度k　h　c二〇・6を下回っていないことをチェックする・

　2．橋台部材設計
※1）胸壁に落橋防止構造を取り付ける場合、胸壁前面側の軸方向鉄筋量は、胸壁背面側の軸方向鉄筋量の1／2以上であることをチェックする。

※2）設計値が許容値を満足することをチェックする。
※3）平均せん断応力度が許容せん断応力度を満足していない場合には、使用スターラップ（帯鉄筋）量が必要スターラップ（帯鉄筋）最を満足して

　　　いることをチェックする。

※4）たて壁前面の軸方向鉄筋量が、たて壁背面の軸方向鉄筋量の1／2以 ヒであることをチェックする。ただし、液状化が生じる地盤ヒの橋台（濃度
　　　法による耐震設計において、土質定数の低減係数DEが1未満となる場合：基礎工設計調書（杭基礎）その1における地盤条件参照〉の場合に

　　　は、たて壁前面の軸方向鉄筋量が、たて壁背面の軸方向鉄筋量と同量であることをチェックする・
※5）各橋台の支承条件、構造高さの違いによる水平力、曲げモーメントの大小関係を横並びの比較によってのオーダーチェックする。

　3．橋脚部材設賃十
※1）各橋脚の支承条件、構造高さの違いによる水平力、曲げモーメントの大小関係を横並びの比較によってのオーダーチェックする。

※2）設計値が許容値を満足することをチェックする。
※3）平均せん断応力度が許容せん断応力度を満足していない場合には、使用スターラップ（帯鉄筋）量が必要スターラップ（帯鉄筋）litを満足して

　　　いることをチェックする。
※4）各橋脚の支承条件、構造高さ、断面寸法、配筋状態等の違いによる耐力、許容塑性率の大小関係を横並びの比較によってオーダーチェックする。

※5）同一の設計振動単位においては、同一の等価水平震度を設計に用いる必要があることから、当該橋脚の許容塑性率から算出される等価水平震度
　　　と、実際の設計に用いた等価水平震度（同一の設計振動単位のなかでの最大値）を、設計振動単位ごとにチェックする。また、等価水平震度の

　　　下限値k　h　e＝0，4c　zを下回っていないことをチェックする・
※6）地震時保有水平耐力が地震時保有水平耐力法による設計慣性力を上回っていることをチェックする・

※7）橋の重要度の区分がB種の橋の場合には、残留変位が許容値を満足していることをチェックする・
※8）フーチングの上面鉄筋量は、下面鉄筋量の1／3以上であることをチェックする。また、h面鉄筋、ド面鉄筋とも直交する鉄筋量の1／3以しでるこ

　　　とをチェックする。
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下部工脚注の説明　　照査のポイント2

　4．基礎工（直接基礎）
※1）各下部構造の支承条件や下部工高さ等の違いによる水平力およびモーメントの大小関係を横並びの比較によってオーダーをチェックする。
※2）設計値が許容値あるいは上限値を満足していることをチェックする。なお、地盤反力度および鉛直支持力に対する…般的なチェック項目は、支
　　　持地盤の種類により次のようになる。
　　　　支持地盤が岩盤以外の場合　①常時および地震時の鉛直支持力

　　　　　　　　　　　　　　　　②常時の最大地盤反力度
　　　　支持地盤が岩盤の場合　　　①常時および地震時の最大地盤反力度
※3）許容鉛直支持力の算定においては、前面地盤の傾斜や将来予想される状況を考慮し、有効根入れ深さ等を定める必要がある。

　5．基礎工（杭基礎）
※1）各下部構造の支承条件や下部工高さ等の違いによる水平力およびモーメントの大小関係を横並びの比較によってオーダーをチェックする。

※2）設計値が許容値を満足していることをチェックする。
※3）応力度が許容応力度を満足していることをチェックする。
※4）平均せん断応力度が許容せん断応力度を満足していない場合には、使用帯鉄筋量が必要帯鉄筋量を満足してしていることをチェックする。

※5）応答塑性率による照査としている場合、その理由が橋脚躯体の設計結果と整合しているかチェックする・

※6）設計値が許容値あるいは制限値を満足していることをチェックする。
　　　液状化層あるいは土質定数を零とみなすごく軟弱な粘性土層あるいはシルト層がある場合には、以下の耐震設計が行われていることをチェック
　　　する。

　　　　①不安定となる地盤の影響がない場合
　　　　②不安定となる地盤の影響がある場合
　　　また、液状化に伴い橋に影響を与える流動化が生じる可能性がある場合には、以 ドの耐震設計が行われていることをチェックする。

　　　　①不安定となる地盤の影響がない場合（液状化も流動化も生じないと考えた場合）
　　　　②不安定となる地盤の影響がある場合（液状化だけが生じると考えた場合）

　　　　③流動化が生じると考えた場合
※7）基礎の応答塑性率が0の場合は、以下のいずれかに相当していることをチェックする・
　　　　①（khc＜khyF）基礎が降伏に達するときの水平震度khyFが、地震時保有水平耐力法に用いる設計水平震度khc以ヒとなる場合には、基礎

　　　　　および橋脚躯体いずれの応答も弾性範囲内であるので、安全であると判断できる・
　　　　②（khcF＜khyF＜khc）khyFが基礎の地震時保有水平耐力法に用いる設計水iF震度khcF以上となる場合には・基礎に降伏が生じるが基礎
　　　　　本体あるいは基礎周辺地盤に塑性化が生じることにより減衰の影響が大きくなるので、基礎の損傷はそれ以上に進展しないと判断され、安

　　　　　全であると考えてよい。

※8）銅管杭の場合には、せん断力の照査は行わなくてよい。
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記入時の注意事項・コメント

アー コ ノ
る。3：’

1
の 口こ 1こ 入　る。

記入例） 橋軸方向の場合

1支承の場合

@　1

かけ違いの場合

@　し
@　1

支承条件
1
1
1

l
I
l

下部工設計条件

左但聾記入

@　1
@　1

左側 l
I
l
l

右側

1 1

工 の 工No． 工 で 入 こ る。よ
お、 1支承の場合には左側に記入する．
記入例） 上部工：上下線分離、 下部工 ： 上下線一体の場合

かけ違い橋脚

@　し
1

上部工形式 上部工形式　左側① 1
1
1

1
1
1
1

l
l
I

上部1二形式 右側① 下部工設計条件

←

上部工形式　左側② I
l
l

I
l
l
I

l
l
l

上部 1こ形式 右側②

一1T3一



記入時の注意事項・コメント

アー コ　　ノ

上部工反力

　　　　工　　　　る　　工の　　　　　’　　　　　　　　入　る。ま’
ｩけ違い橋脚の場合は、支持する上部構造反力の合計値を記入する。
ﾜた、上部工慣性力作用位置は、橋座面からの高さyを記入する。

@　　　ヒ部工慣性力作用位置

@　　　　　→二⑳　　　→二二ニコ

@　　　　　［　マ

下部工設計条件

l
l
l
I
I
I
l

躯体高　H　P

tーチング馴I　F

躯体高　H　P

tーチング厚H　F

tーチング
ｼ角方向幅B　F2

1

下部工形状下部工寸法 　　　　　　　　　　1

ｴ軸方向

下部工設計条件

一チ　グ

ｲ方陣方向幅
1

下部工形状
ｴ座幅、けたかかり長

支承縁端距離およびけたかかり長とその規定値を記入する。また・斜橋・曲線橋
ﾌ場合には、S　Eθ，S　Eφの値を記入する。なお、かけ違いの場合には・どち

轤ｩ厳しい方の値の記入する。

下部工設計条件

一1了4一



記入時の注意事項・コメント

アー ・コ　　！

鉄筋重量の部材ごとの区分は、それぞれの役割としての区分である。したがっ
ﾄ、例えば橋脚柱の場合には、はりおよびフーチング内の柱軸方向鉄筋および帯
S筋も柱の鉄筋重量と考えてよい。

橋脚　柱のコンクリート

ﾌ積V3として記入

’一一一一一昌一－－－督－『－ _
下部工設計条件材料鉄筋重量

∫
：
I
I
：
：
：
：
1
：
、

1
：
1
：
1
：
：
：
；
：
」

橋脚　柱の鉄筋敢量W3
ﾆして記入

、、＿＿＿＿＿＿＿＿＿ノ

一175一



記入時の注意事項・コメント

アー コ　　ノ

口、 口　　　　　こついて 1、ヒ｝ 、 るる。

橋軸方向の記入例

例1）

可動　　　　　固定　　　　　固定 可動，・働　　　固定 固定 可動

1
1

1
1

1』コ11』コ』コ1

1
』
コ
l
t
』
コ
　
　
　
　
一 些

設計水平震度
ﾝ計振動単位番号

、　＿　一　一　＿　＿　’

ﾝ計振動　　　設計振動　　設計振動
P位番号1　　単位番号2　単位番号2

設計振動　　　　　　　設計振動
P位番ξ｝3　　　単位番号4

設計振動

P位番号4
設計振動

P位番屑5
下部工設計条件

例2）

弾性　　　　弾性　　　　弾性 弾性，弾性　　　　弾性 弾性 弾性
＿　＿　一　＿　一　曹　卜　帽　一　一　一　一　一　一　一　－　－　－　－　－　－　『　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　昌　－I 一－一一『’マ’一’一’一一一一一‘一一’一’一’一一’甲’一’一’一’一『一一 A

1
1

1

i』．』．』． 善』コ
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』
．
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；
　
　
　
　
；
　
　
　
　
；
　
　
　
　
ノ

設計振動　　　設計振動　　設計振動 設計振動 設計振動 設計振動 設計振動

単位番号1　　単位番号1　単位番号1 制帽【｝1，2　刺幡号2 単位番号2 L眞位番号2

直角方向の入記例 死荷重反力に相当するL部構造

一　　一　　一　　‘　　一　　r　　一　　一　　一　畠　一　　一　　　　　　　　　一　－　－　一　　　　　　　　－　－　－　－　－　－　曹 『　　『　　－　　－　　－　　－

一一一昌－「 u－一　一 「 一
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@　　　一　哩　　　　　　　　　　「　1
@　　　一　卑　　　　　　　　　　一　、
@　　　一　　、　　　　　　　　　一　　㌧
@　　　曜　　嘱　　　　　　　　　一　　1
d一r＿r＿」　　　　　　　　　　一’　　L曹r＿＿＿＿」
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，
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一
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　　　　　4
@　　　　’晧
@　　　　一、
@　　　　’　㌧
@　　　　，　、
@　　　　「　　し
@　　　一　　』
@　　　よ　　、」一一一一一一」　　L＿＿＿＿＿＿」

置nn一　噛躍　、一　㌧’　　、置　　、　L＿＿＿F＿＿」

‘
n
－
1
1
　
㌧
f
　
、
一
　
、
1
　
　
、
「
　
　
㌧

　　　　I
@　　　I
@　　　I
@　　　I
@　　　I
@　　　I
@　　　I@　　　匹T－－一¶＿＿」

設計振動　　　設計振動　　設計振動 設計振動　　　　設計振動 設計振動 設計振動

単位番号1　　単位番号2　韓t位番号3 単位番号4　　　単位番号5 単位番外6 単位番号7
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記入時の注意事項・コメント

アー
・コ　　ノ

設計水平震度支承の水平剛性

支承の水平剛性を1支承線単位（下部工1基あたり）で記入する。また、1支承
ﾌ場合は左側に記入し、かけ違い橋脚の場合は、左側、右側それぞれに記入す
驕Bなお、橋軸方向で固定の場合は999999、可動の場合は0、直角方向で拘束の

鼾№ﾍ999999を記入する。

下部工設計条件

必要スターラップ量
烽ｵくは必要帯鉄筋量

コンクリートのみでせん断力を負担できない場合のみ必要スターラップ量を記入
ｷる。
Rンクリートのみでせん断力を負担できない場合のみ必要帯鉄筋量を記入する。

橋台、橋脚各部材

フーチングの
ｹん断力照査断面寸法

杭基礎のフーチングの場合、せん断力に対する項目には、最も厳しい照査断面で

ﾌ値を記入する。
橋台、橋脚のフーチング

翼壁照査断面
照査断面は、翼壁の側壁部水平方向、側壁部鉛直方向、パラレル部のうち最も断

ﾊ力の大きくなる位置を1つ選んで記入する。
橋台　翼壁

一1了7一



記入時の注意事項・コメント

アー ・コ　　ノ

橋脚躯体　　寸法

　　矩　形　　　　　　　　　　　　　　　　　円　形

Cコ調　　　－
聡ｬ判（橋軸方向）　　　　　　　℃

◎
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
誤
　
崔
　
　
　
　
　
¢
　
　
瞳
　
断
面
暢
b
小
判
（
直
角
方
向
）

橋脚躯体　震度法

〇　　　　　　　　　二　　　　　　　怒　　熔　　　　　　　に　　魑　　断面幅b

1

o
矩
蚕
麺

‘
崔
魑
痘

断面幅b

橋脚躯体　　鉄筋
多段配筋の場合は、最も外側に配置した軸方向鉄筋の本数とその段数を記入し・

S筋量は合計値を記入する。
橋脚躯体　震度法

橋脚躯体　　等価水平震度

当該橋脚の許容塑性率により算出される等価水平震度と・実際の設計に用いた等
ｿ水平震度（同一の設計振動単位においては、そのなかでの等価水平震度の最大

lを設計に用いる）を記入する。

橋脚躯体
n震時保有水平耐力法

橋脚躯体　　残留変位 橋の重要度の区分がA種の橋の場合には、記入しない。
橋脚躯体
n震時保有水平耐力法

橋脚躯体　　フーチング鉄筋

震度法と地震時保有水平耐力法では、フーチング下面の有効幅が異なる場合があ
驍ｱとから、フーチングの鉄筋の項は、フーチング幅1mあたりの鉄筋量を記入
ｷる。

橋脚躯体震度法

橋脚躯体
tーチング版としての照査

杭基礎のフーチングにおいて、版としてのせん断の照査を行う必要がある場合
iフーチングや躯体の寸法および杭配置の関係）に記入する。

橋脚躯体震度法
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記入時の注意事項・コメント

フーータ項目 注意事項・コメント 摘　要

フーチング下面の外力
フーチング下面の外力は、代表的な荷重ケースとして浮力を無視した場合（あるいは低水位のような想定される
wﾍが最も小さくなる場合）の常時、地震時に対して記入すれぱよい。

直接基礎

Y基礎

安定計算

安定計算結果は．決定要因となる計算ケースの結果を記入すれぱよい．
鞄ｮ安全率は水平力が生じない場合算出できないので、この場合は999．999を記入する。
x持地盤が岩盤以外で地震時の地盤反力度の上限値を特に設けないで設計を行った場合には・地震時の最大地盤
ｽ力度の上限値に999．9を記入する．
ﾜた、支持地盤が岩盤で鉛直支持力の照査を行わなかった場合には鉛直力および許容鉛直支持力は記入しなくて
謔｢．

直接基硬

杭基礎条件 1つの構造物のなかで杭長が異なる場合には、平均的な杭長を記入する。 杭基礎

土質定数の低減係数D且が1となる場合においても・液状化に対する抵抗率Fしが1以下となる土層は液状化する

ﾆみなす．

杭基礎地盤条件
液状化居DE］　　H　I

　土　疋　の　一　　　DEmmは、 三図のような

鼾≒k度法および地震時保有水平耐力法のそれ
ｼれについて、各液状化層の中で最もDEが小さ
｢殖（DElとDE2の小さい方）を記入する。

@h質定数を低減した層厚の合計は、地震時保
L水平耐力法の設計においてDEが1未満となる
e液状化層の厚さの合計値（lll＋H2）を証人
ｷる。

誹液状化層

液状化層DE2　　112
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記入時の注意事項・コメント

データ項目 注意事項・コメント 摘　要

安定計算

安定計算結果は、決定要因となる計算ケースの結果を記入すれぱよい．
ﾅ小軸方向力が引抜き力の場合には、マイナスで記入する．したがって・許容引抜き力は必ずマイナスで記入す

驕B

杭基礎

抗体断面

杭体断面は、第1断面（杭頭部の断面）を記入する。
齒椛ﾅち杭で多段配筋の場合は、最も外側に配置した主鉄筋の本数とその段数を記入し・鉄筋量の合計値を記入

ｷる．

杭基礎

杭体帯鉄筋（場所打ち杭の場合）
杭体帯鉄量は、場所打ち杭の場合のみ記入する．
ﾑ鉄筋は、杭頭部の断面に配置された帯鉄筋量を記入する。

杭基硯

不安定となる地盤の影響がない場合

地震時に不安定となる地盤がある場合においても不安定となる地盤の影響がない場合の耐震設計を行う必要があ
驍ﾌで、この場合はr不安定となる地盤の影響がない場合」とr不安定となる地盤がある場合」の両方に設計値

�L入すること．

杭基硬

降伏しない杭の
ﾈげモーメント M≦My （tf・皿／本）

杭基礎の降伏は、次のいずれかに最初に達する状態としている。

@全ての杭において杭体が降伏する。
A一列の杭の杭頭反力が押込み支持力の上限値に達する・
ｵたがって、ここでは降伏しない杭があることを確認するために、降伏しない杭に生じる最大曲げモーメントと

ｻの杭の降伏曲げモーメントを記入する．
杭基礎

杭頭の最大押込

ﾝ力 PN≦PNU （tf／本） 押込み側の最大鉛直反力と押込み支持力の上限値を記入する。

基礎の応答塑性ｦ μFR

基礎が降伏に達するときの水平震度khyFが、地震時保有水平耐力法に用いる設計水平震度khc以上となる（k
�メモ汲�凾e）場合や、khyFが基礎の地震時保有水平耐力法に用いる設計水平震度khcF以上となる（khcFくk

�凾e＜khc）場合には、応答塑性率を記入しなくてよい．

杭基礎

杭基礎のせん断ﾍ S≦P　s （t　f） 鋼管杭の場合は照査を省略してよいので、記入なくてよい。 杭基礎
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